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9　町の人口の推移について
〇人口の推移（国勢調査　昭和55年から平成12年は旧町の合計数）

〇世帯数の推移（国勢調査　昭和55年から平成12年は旧町の合計数）

〇産業別人口の推移（国勢調査　昭和55年から平成12年は旧町の合計数）
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8　教育関係予算について
〇令和７年度の教育関係予算　２億1,453万３千円（職員等人件費除く）

昨年度との比較【令和６年度予算　２億675万４千円（職員等人件費除く）】

〇今年の児童生徒数
　令和７年5月1日現在の各学校の児童生徒数は次のとおりです。

総務管理費
6,823千円　3.2％

教育総務費
84,631千円
39.4％

小学校費
49,768千円
23.2％

中学校費
32,168千円
15.0％

保健体育費
31,441千円
14.7％

幼稚園費
6,412千円
3.0％

社会教育費
3,290千円
1.5％

総務管理費
11,583千円　5.6％

教育総務費
64,443千円
31.2％

小学校費
67,417千円
32.6％

中学校費
31,220千円
15.1％

保健体育費
27,806千円
13.4％

幼稚園費
3,937千円
1.9％

社会教育費
348千円
0.2％

・小学校
学校名 大根占小学校 神川小学校 田代小学校 計
児童数 102 34 67 203

・中学校
学校名 錦江中学校 田代中学校 計
生徒数 110 44 154

※前年度比3.76％の増

資
料
編



114

　町の会計は、３月に年度末を迎えます。その後２か月間は「出納整理期間」と呼ばれる精算期間を経て、
収入額や支出額が確定します。そして、町議会の決算特別委員会で決算の内容を審査し、９月の定例町議会
で承認され公表されています。ここでは、令和５年度の各会計の決算状況をお知らせします。

10　令和５年度に使われたお金の状況（町の決算）
〇令和５年度に使われたお金は

◎各会計の決算状況

会 計 名 会計の内容 当初予算額
決　　　算　　　額

収　　　　入 支　　　　出

一 般 会 計

町の一般的な仕事をする
会計で、下記の特別会計を
除いたものです。前年度か
らの繰越事業に係る予算
も含みます。

66億3,540万円 78億2,279万6千円 76億2,996万5千円

（うち繰越予算分） 8,184万2千円 8,139万4千円 8,182万3千円

国 民 健 康
保 険 事 業

国民健康保険税などを収
入に、加入者の医療費の給
付などを行います。

14億244万2千円 13億6,921万1千円 12億8,408万8千円

後期高齢者
医 療 事 業

主に 75 歳以上の被保険
者と国、県、市町村、他の
健康保険の被保険者が定
められた費用を負担して
医療費の給付などを行い
ます。

1億4,424万6千円 1億3,765万8千円 1億3,723万6千円

介 護
保 険 事 業
（保険事業勘定）

40歳以上の保険加入者が
納める保険料と、国や都道
府県、市町村の負担金を財
源にして、介護や支援が
必要となった被保険者に
介護サービスや介護予防
サービスを提供し、被保険
者と家族を支援します。

12億8,683万4千円 12億8,590万8千円 12億4,729万3千円

介 護
保 険 事 業
（サービス事業勘定）

国保連合会からのサービ
ス計画費を収入に、介護予
防支援事業の要支援１及
び要支援２の方などに対
し、適切な介護予防プラン
などを作成し、要介護状態
にならないようにするた
めの事業です。

598万円 688万8千円 663万7千円

簡 易
水 道 事 業

水道使用料を収入に、水源
地等の施設や配水管の維
持管理、整備などを行いま
す。

1億2,021万2千円 1億2,463万3千円 1億1,790万円

農 業 集 落
排 水 事 業

農業集落排水使用料を収
入に、汚水処理や汚水管の
維持管理などを行います。

7,164万8千円 9,109万9千円 8,637万円

合　　　　　計 96億6,676万2千円 108億3,819万3千円 105億948万9千円
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〇人口推移と推計
　令和７年３月策定した「第３次錦江町総合振興計画」において「人口ビジョン」を示し、その中で錦江町
の将来人口推計を行いました。
　将来人口推計にあたっては国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来人口推計（令和５（2023）
年推計）」など、国から提供されたデータとワークシートの活用などにより将来人口推計を行いました。
　錦江町の人口減少は、鹿児島県全体の進行より早く進行すると推計されています。
　また、錦江町の人口減少は、年少人口・生産年齢人口・老年人口の全てが減少する段階に入ると予測され
ています。錦江町がこれから人口問題に対応していくために、国の長期ビジョン及び本町の人口に関する推
計や調査・分析を踏まえ、目指すべき人口規模の展望として、令和27（2045）年に3,953人の人口規
模を目標としています。

〇錦江町の人口ピラミッド
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